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のん （女） 89 100 
そう （男） 93 100 
わか （女） 87 85 


























































のん （女） 10 12 
そう（男） 20 18 
わか （女） 13 15 































































































































た。90゜ ができたら 180°'180゜ ができたら270゜ と
いう風に，どんどんひねりを加えようと，手の着き方
や空中での身体のひねり方に着目し，楽しんだ。跳び
箱は ‘障害物’ではなく，跳び越すための“補助具”
という思いをもたせることができた。よって，開脚跳
びができなかった4人の子ども（のんとわかを含む）も
1時間で跳び椴せるようになったっ
課題については，5年生で取り組ませたい跳び哲し
方があり，切り返し系の中に回転系を混ぜたのだが，
このことにより，かかえ込み跳びが全員迦戎できずに
終わってしまった。横跳び越しから入ったのだから，
切り返し系を主にして，かかえ込み跳びに時間をかけ
られれば良かった。
のん（女）たち4人とも，友だちとかかわりながら
運動に取り組むことができに投の運動では，自分ー
人で運動を繰り返すことが中心になっていた子どもが
多かったが，本単元では 「どうすればいいの？」と聞
いたり，「こんな跳び越し方をやってみたよ」とできる
ようになったことを友だちに伝えたり共有する場面が
見られた（図 10)。
図10 こうしてみたら跳岱毬せたよ
6. 成果と課題
学習課題を明確にすることにより，どの時間もその
課題に向かって運動に取り組むことができた。3つの
単元ともに，身体の部位を意識した課題が特徴的であ
り，そこに意識して運動に取り組めたように感じる。
場や教具の工夫については，走り高跳びの5BHJ
S指数や紐のバー，投の運動のDIYのノリックアウ
トや場ごとのレベル，跳び箱運動のクッションや安心
した場などにより，運動が苦手な子ども一人一人がそ
れぞれの目標に向かって，活動を停滞させることなく
取り組むことができた。
子ども同士がかかわる場面を意図的に設定していれ
ば，もっとアドバイスが活発に行われたはずである。
個人種目単元だからこそ，より聞き合える場や時間が
必要だったと考える。子ども自身が課題を解決するた
めの話し合いが，活動と同じくらいおもしろいと思え
るような時間になるように，子ども同士のかかわりの
方法の研究も深めていきたい。
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